
 
 本年度より一般社団法人北海道環境保全技術協会の会長に就任致しましたの

で，ご挨拶申し上げます。 
 
 本協会は平成 16 年に，北海道内外の建設・土木・コンサルタント関係の会社

や地盤調査・分析等を専門とする会社が，互いの交流と技術の向上，その技術

により環境保全に貢献すべく設立されました。 
 
 当協会では，大きく水質汚染，土壌汚染，地すべり，エネルギー分野をテー

マに括って，環境保全技術の研鑽，情報発信、若手の育成等に努めております。

設立から既に１１年が経過しましたが，その間に，様々な活動をして参りまし

た。一端をご紹介しますと，ここ数年「北海道新幹線」に係る委託業務を継続

的に業務受注し、掘削ズリの重金属対応に貢献しているほか、自然由来重金属

等の処理，管理対策に関する技術レポートを技術委員会が中心に執筆・発行し

ており、これに対して関連学会等からも高い評価を得ています。また、普段か

らの活動として、講演会やセミナー，技術研修会の開催，各種イベントへの参

加等、環境保全技術に関する情報発信、啓蒙活動を活発に続けております。 
 
 
こうした活動ができるのは，本協会に所属する会員各社の特徴に依ります。

すなわち，同業種の層が厚く，更に業種の幅が広い点です。このため，委託業

務を協会で受け，複眼的視点，多角的，複合的な技術を持って遂行することが

できます。また，大学等研究機関との関係も深く，各自治体様や公的機関等が

抱える問題や業務（複数業者の技術による解決が必要な業務，技術開発そのも

のを必要とする業務など）の発注先としては，打って付けと自負しております。

これが，本協会の特徴の一つ目であります。環境保全技術に関わる複合専門技

術集団としての当協会の活用を，御検討いただければ幸いです。 
 
 一方，協会内部におきましては，「環境保全」という業界，業種横断型分野の

性質上，従来の同業種のみならず異業種を含めた組織で，会社の枠を超えたク

ロスオーバー若手人材育成を進めております。会社に社風があるように，種々

の計測・分析技術や評価手法についても，会社ごとに特徴やノウハウがあるよ



うです。シニア技術者の経験やノウハウを，異なる会社の若手が学び，継承す

ることができます。更には，異業種の技術を学び，自らの業務に活かすことが

できます。「環境保全技術」の下に，同業，異業種の会社が強固なネットワーク

を形成し，新入社員の技術研修からその後の人材育成までをカバーできるのが，

本協会の二つ目の特徴になります。より多くの企業がスクラムを組んで，若手

技術者の育成に注力して行きたいと考えています。また，これ以外にも，会員

は本会主催の講演会やセミナーを通じて，最新情報や最新技術の取得，技術の

向上や実務能力の強化，技術者交流が図れます。更には，会員の意見を集約し

て，環境保全に関わる種々の施策を検討し，関係機関への提言も行っておりま

す。皆様のご入会を，お待ちしております。 
 
 これまで，（前）前田寛之会長（北見工業大学名誉教授）の下で発展して参り

ました本協会ですが，上述の特徴を活かし，より一層の飛躍を目指したいと考

えています。「環境保全」に関わるトータルソリューションを提供する複合専門

技術者集団としての「道環協」を，どうか宜しくお願い致します。 
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